
 

 

 

 

 

      

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
炎
熱

え
ん
ね
つ

焼
く
が
ご
と
き
酷
暑

こ
く
し
ょ

の

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。 

一
昨
日
、
お
湿し

め

り
程
度
で

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
降
雨

こ

う

う

で
、
し
の
ぎ
や
す
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

◇
暑
さ
の
言
葉
も
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

猛
暑
日

（
最
高
気
温
が
三
十
五
度
以
上
）
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、

平
成
十
九
年
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
れ
ま
で
は
、
真
夏

日
（
三
十
度
以
上
）、
夏
日
（
二
十
五
度
以
上
）
と
い
う

区
分
で
し
た
。 

最
近
、
毎
晩
「
熱
帯
夜
」
で
し
た
が
、

こ
れ
は
、
夕
刻
か
ら
朝
ま
で
の
最
低
気
温
が
、
二
十
五

度
以
上
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

夏
の
暑
さ
が

さ
ら
に
激
し
く
な
り
、
令
和
四
年
か
ら
、
日
本
気
象
協

会
は
、
暑
さ
の
名
称
を
独
自
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

最
高
気
温
四
十
度
以
上
を
「
酷
暑
日
」、
夜
間
の
最
低
気

温
三
十
度
以
上
は
「
超
熱
帯
夜
」
に
。 

最
近
よ
く
聞

く
「
暑
さ
指
数
」、
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
は
大
切
な
情

報
で
す
。 

こ
の
「
暑
さ
指
数
」
の
正
式
名
、
御
存
知

で
す
か
。 

「
温
球
黒
球
温
度
」
な
の
だ
そ
う
で
、
黒

く
塗
装
し
た
銅
版
の
球
に
入
れ
た
温
度
計
な
ど
を
計 

     

測
に
つ
か
う
の
だ
そ
う
で
す
。 
 

◇
中
国
古
代
の
五
行
説
で
は
、
赤
を
夏
に
配
す
る
と
こ 

ろ
か
ら
、
夏
の
異
称

い
し
ょ
う

を
「
朱し

ゅ

夏か

」
と
い
い
ま
す
。 

ち

な
み
に
、春
は
青
で
、「
青
春

せ
い
し
ゅ
ん

」、
秋
は
白
で
、「
白は

く

秋
し
ゅ
う

」、

さ
ら
に
冬
は
黒
で
「
玄げ

ん

冬と
う

」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。 

五

行
説
で
は
、
人
生
の
四
季
を
、
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て

い
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
い

る
私
共
は
皆
、
い
ず
れ
か
の
季
節
を
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
人
生
の
四
季
を
、
作
家

の
五
木
寛
之

い
つ
き
ひ
ろ
ゆ
き

さ
ん
は
、
青
春
は
二
十
五
歳
ま
で
、
朱
夏

は
五
十
歳
ま
で
、
白
秋
は
七
十
五
歳
、
玄
冬
は
そ
れ
以

降
と
区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。 
現
代
社
会
で
は
、
朱
夏
、

白
秋
ま
で
が
家
庭
生
活
を
含
め
て
現
役
と
し
て
社
会

活
動
を
果
た
す
時
期
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

◇
「
老
い
」
と
い
う
文
字
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ
る
そ

う
で
す
。 

一
つ
は
年
を
と
る
、
加
齢
の
こ
と
で
す
。 

二
つ
は
練ね

れ
る
、
経
験
、
修
養

し
ゅ
う
よ
う

を
積
み
、
巧た

く

み
に
な
る

こ
と
で
す
。 

三
つ
は
「
考
」
で
、
思
索

し

さ

く

が
深
ま
り
完

成
す
る
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。 

老
い
る
と
は
単

に
馬
齢

ば

れ

い

を
加
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
経
験
を

積
み
、
思
索
を
深
め
、
自
己
・
人
生
を
完
成
さ
せ
て
ゆ

く
努
力
の
過
程
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

人

間
い
く
ら
年
を
と
っ
て
も
、
年
を
と
る
ほ
ど
、
学
問
や

芸
術
に
情
熱
を
抱
き
続
け
る
こ
と
が
不
老
の
秘
訣

ひ

け

つ

な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

◇
旧
土
佐
藩
主
で
、
自
由
民
権
運
動
に
身
を
ゆ
だ
ね
た

植
木

う

え

き

枝え

盛も
り

さ
ん
は
、「
そ
の
胸
中
に
過
去
が
あ
る
も
の
、

そ
れ
を
老
人
と
い
う
。 

そ
の
胸
中
に
未
来
が
あ
る
も

の
、
そ
れ
を
青
年
と
い
う
。」
と

仰
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。 

ア

メ
リ
カ
の
詩
人
、
サ
ミ
エ
ル 

ウ
ル
マ
ン
さ
ん
が
書
い

た
「
青
春
」
と
い
う
詩
に
は
、「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る

一
定
の
期
間
を
い
う
の
で
は
な
く
心
の
持
ち
方
を
い

う
。 

怯
懦

き
ょ
う
だ

を
し
り
ぞ
け
る
勇
猛

ゆ
う
も
う

心し
ん

、
安
易

あ

ん

い

を
振
り
捨

て
る
冒
険
心
を
意
味
す
る
。」
と
あ
り
ま
す
。 

「
あ
あ

無
情
」
の
著
作
者
の
ビ
ク
ト
ル 

ユ
ー
ゴ
さ
ん
は
、「
未

来
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。 

臆
病
者
に
は
不
可
能
。 

楽
天
家
に
は
未
知
。 

し
か
し
な
が
ら
、
思
慮

し

り

ょ

深
く
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勇
敢

ゆ
う
か
ん

な
者
に
は
、
未
来
は
理
想
と
い
う
意
味
を
持
つ
。」

と
仰
い
ま
し
た
。 

◇
「
老
い
」
の
「
年
を
と
る
」、
こ
れ
は
、「
ウ
ェ
ル 

エ

イ
ジ
ン
グ
」、「
肯こ

う

加
齢

か

れ

い

」、
自
分
の
年
齢
に
素
直
に
向

き
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。 

そ
し
て
、「
練
れ
る
」、

こ
れ
は
、「
ア
ン
チ 

エ
イ
ジ
ン
グ
」、「
抗こ

う

加
齢

か

れ

い

」、
気

持
ち
は
若
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
挑
戦
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。 

さ
ら
に
、「
考
」、
こ
れ
は
、「
ナ
イ
ス 

エ
イ
ジ
ン
グ
」、「
優ゆ

う

（
勝

し
ゅ
う

）
加
齢

か

れ

い

」、
情
熱
を
抱
き
続

け
る
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

◇
私
は
、
今
月
二
十
七
日
で
、
満
六
十
三
歳
を
迎
え
ま

す
の
で
、
ま
さ
し
く
、
前
述

ぜ
ん
じ
ゅ
つ

の
、
朱
夏
か
ら
白
秋
の
中

間
点
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
差
し
か
か
か
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
今
あ
る
命
に
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
謙

虚
に
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
希
望
を
見
失
わ
ず
つ
と
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
方
も
、
胸
中
に
は
明
る
い
未
来
を
、
そ
し
て
、
怯

懦
を
退
け
る
勇
気
と
安
易
を
振
り
捨
て
る
冒
険
心
を

持
ち
続
け
、
思
慮
深
く
勇
敢
に
挑い

ど

み
、
未
来
が
理
想
と

な
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

御
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

◇
六
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
恵
美
須
神
社
例
祭 

＊
六
月
十
日 

 

▼
貴
布
禰
稲
荷
神
社
例
祭 

＊
六
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

▼
茅
の
輪
奉
製
作
業 

＊
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
▼
大
祓
式
、
花
手
水
実
施 

＊
六
月
三
十
日 

 
 

 
 

◇
七
月
の
祭
典
行
事
報
告
（
予
定
も
含
む
） 

▼
月
次
祭 

＊
七
月
一
日
、
七
月
十
五
日 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
七
月
一
日 

▼
六
連
島
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

▼
田
の
首
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
日 

▼
朝
粥
会 

＊
七
月
二
十
一
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
夏
越
祭 

 

＊
七
月
二
十
五
日 

▼
夏
越
祭 

 

＊
七
月
二
十
九
日
～
三
十
日 

▼
恵
美
須
神
社
夏
越
祭 

＊
七
月
三
十
一
日 

◇
七
月
の
宮
司
動
静
（
予
定
も
含
む
） 

▼
神
社
関
係
団
体 

 

◆
早
起
会
参
拝 

＊
七
月
一
日 

 
 

◆
維
蘇
志
会
八
月
例
会 

＊
七
月
十
九
日 

 
 

◆
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

 

＊
七
月
二
十
四
日 

◆
奉
賛
会
行
事
員
会
茅
の
輪
奉
製
作
業 

＊
七
月
二
十
七
日 

 

▼
神
社
庁
関
係 

 

◆
神
社
庁
役
員
会
、
総
代
会
役
員
会 

＊
七
月
二
日 

 

◆
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

＊
七
月
三
日 

 

◆
山
口
県
八
幡
宮
会
総
会 

＊
七
月
九
日 

 

◆
神
社
庁
正
副
庁
長
会
議 

＊
七
月
十
六
日 

 

◆
神
社
庁
顧
問
参
与
会 

＊
七
月
十
六
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◆
向
井
小
四
年
生
授
業
に
て
講
演 

＊
七
月
四
日 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

◆
集
合
教
誨
女
子 

＊
七
月
二
十
二
日 

◆
集
合
教
誨
男
子 

＊
七
月
二
十
八
日 

 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係
、
人
権
相
談
員
、
そ
の
他 

 

◆
中
部
少
年
学
院
後
援
会
理
事
総
会 

 
 

＊
七
月
八
日 

 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
七
月
十
八
日 


